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Ⅰ-ⅲ 魚類

Ⅰ-ⅲ-① 魚類

Ⅰ-ⅲ-①-１ 魚類（沿岸・汽水性魚、純淡水性魚等）について

長良川の河口域から約５７kmの間に生息する魚類の種類数について調査が行

われています。種類数については堰上流域の淡水化に伴い生息する魚種に変化

が生じ、純淡水性魚が占める割合が増加していることが確認されています。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会（堰部会） 平成１６年度定期報告書P6-3-2-1-5

N2(9.0km)より

Ⅰ-ⅲ-② アユ

→ Ⅳ－ⅰ－①参照

Ⅰ-ⅲ-③ サツキマス

→ Ⅳ－ⅰ－②参照
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Ⅰ-ⅲ-④ 魚道

Ⅰ-ⅲ-④-１ 河口堰の魚道について

長良川河口堰には、魚類等の遡上・降下のための施設として、呼び水式魚道、

ロック式魚道、せせらぎ魚道が設置されています。

呼び水式魚道及びロック式魚道において、アユ遡上期（2月1日～6月30日)に

毎秒１１ｍ３、その他の時期に毎秒４ｍ３の水が優先的に確保され流されていま

す。
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※ 長良川河口堰パンフレット｢INFORMATION｣より
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Ⅰ-ⅲ-⑤ 長良導水取水口の魚類の迷入防止対策

Ⅰ-ⅲ-⑤-１ 長良導水取水口の魚類の迷入防止対策について

長良導水事業は、長良川河口堰の運用により利用可能となった流水のうち、

水道用水として最大毎秒２．８６m３の水を取水するため、長良川河口堰の約

１．７km上流の長良川左岸において取水し、愛知県弥富ポンプ場までの約５km

を導水するために実施された事業です。

長良導水の取水施設（長良導水取水口）は、長良川の水質等の状況に応じて

適切な取水ができるように選択取水ゲートが設置されるとともに、取水口から

魚類が迷入しないように配慮した施設が設置されています。

※ 長良導水施設のご案内 パンフレットより


